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地 域 経 営 型 包 括 支 援 グ ラ ウ ト モ デ ル 開 発 実 証 団 体 の 募 集 に 係 る

提 案 書 の 提 出 に つ い て （伺 い ）

総務省が公募を行っている平成24 年度補正予算事業『地域経営型包括支援グラウト構築事業』に
ついて、開発実証団体として応募したく、別紙のとおり募集に係る提案書を総務省自治行政局地域
情報政策室へ提出してよいかお伺いします
なお、本提案の概要については下記のとおりです。

記

１．事業の名称　　地域経営型包括支援グラウトモデル構築事業開発実証

２．事業の概要　　地図を活用した安心・安全情報提供システムを構築してグラウト

上で共有・連携することで関係者（市民、自治体、関係機関・団
体および民間事業者）間でのデータのやりとりを効率化し、一元

化を図る

３．事業費　　　　139,105,000円　別紙費用明細のとおり

※募集要項では一部事業実施団体の場合はおおむねl～1.5億円

（参考）　　　　募集要項参照

(意見)



総務省自治行政局地域情報政策室　殿

武市フ第 一2/フ 号

平成25 年３月８日

佐賀県

武雄市長　　樋渡　啓祐

地域経営型包括支援グラウトモデル開発実証団体の募集に係る提案書の提出について

地域経営型包括支援グラウトモデル開発実証団体の募集に係る提案について、別添の

とおり提出します。



地 域経営型 包括 支援グラウトモデルに係る開 発実証 団体　 概 要

-

１　 提案者情報

全事業実施団体／一部事業実施

団体

一部事業実施団体

代表地方公共団体名

(共同提案団体名)

佐賀県武雄市

代表地方公共団体住所

(共同提案団体住所)

佐賀県武雄市武雄町大字昭和１番地１

提案責任者職氏名 つながる部フェイスブック・シティ課長　平川　剛

民間事業者等名 社会福祉法人　武雄市社会福祉協議会

民間事業者等住所 佐賀県武雄市北方町大字志久1557 番地

民間事業者等代表者及び社員数 会長　古賀　滋、職員数35 名

２　基礎情報

行政分野 安心・安全

事業概要 地図を活用した安心・安全情報提供システムを構築して

グラウト上で共有 一連携することで、関係者間でのデー

タのやりとりを効率化し、一元化する。

効果概要 災害時だけでなく、平時でも市民、自治体、関係機関・

団体および民間事業者等と情報連携・共有が図られ、新

たな支援施策が期待できる。

課題概要 ①市民にとって情報入手経路が多岐多様であり、市民、

市役所、関係機関、民間事業者との間での情報連携・

共有不足がある。

②災害発生により職員の参集が困難になる場合の方策

が不十分

課題に対する解決策概要 ①情報の入手先を一元化させ、各種情報を関係機関相互

で共有できるようにする

②職員自身の安否確認、要援護者の被災状況把握を一元

的に行う



３　連絡先

担当者の氏名 古川　慎治

担当者の所属 つながる部フェイスブック・シティ課

電話番号 0954-23-9121

ＦＡＸ番号 0954-23-3816

電子メールアドレス facebook-city@city.  takeo. Ig. jp
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「地域経営型包括支援グラウトモデル構築事業開発実証」提案書

は じ め に

本事業は、官民が一体となった行政サービスの提供が求められる分野において、ＩＣＴ によるメリッ

トを幅広く活用できる基盤整備を行い、国民サービスの効率化と利便性向上、官民を通じた業務の効

率などの効果を生み出し、自治体・事業者・住民のそれぞれがWin  - Win の関係を築くことが目的で

あると認識しています。

武雄市においては、地図を活用した安心・安全情報提供システムにより、平常時ならびに災害とも

に活用できる、自治体のみならず民間企業や住民の連携を実現する地域グラウトサービスを提供いた

します。

平常時は、地域住民、地域団体や民間企業をはじめとする各事業者等との安心・安全情報の共有の

仕組みとして、また、災害時は、要援護者管理だけでなく災害対策本部の統合情報管理業務をプラス

して提供することで、安心安全な、高齢化に負けない元気で明るい地域経営を支援するモデルを実現

します。

【事 業 の 目 的 】 （ 当 市 理 解 ）

本 事業 は､ 官民 が一体となった行政サービスの提供 が求められる分

野において､ＩＣＴによるメリットを幅 広く活用できる基 盤整 備を行い､ 国

民サービスの効 率化と利便性向 上、官民を通じた業務 の効 率化などの

効累 を生み 出し、自治体･ 事 業者･ 住民のそれぞれ が■Win- Winの関係

を築くことが目的であると認識しています。
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国 民サ ービス の向上
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団体等の概要

【 当 市 の 取 り 組 み 】

武川 市においでは、地図を活用した安 心･ 安全恨 幕提 供システムに

より、平 觜繝 韭びに災 言時ともに活 用てきる、自治体 のみならす民間

企業や 住民 の遠視を実現 する地域クラウトサービスを提 供いたします..

平 常時 は､ 地域住 民､ 民間 事業 者をはじめとする各事業 者との安心

･安 全惟蓐 の共有の 仕組みとして､ また､ 災 害時は､ 要援誣 者管理 だ

りでな.く災 茗刔策 本部の統.合情 報 管理業 務をブラスして提 供するこ

とで､ 安心･ 安 全な､ 高齢 化に負lづない 元 気で明るい地 域経嘗を支堕

するモデルを実 現します､．

吟

犬

地 域 参 加 型

ポ → ルりービス

惱 圄 鶏

安心･安全情報提供システム

新たな住民サービスの創造

新たなビジネスの創造

住民の生活水準の向上

矗

連携

地方公共団体名 武雄市

地方公共団体住所 佐賀県武雄市武雄町大字昭和１番地１

人 口 50896 人　※平成25 年１月31 日現在

民間事業者等名 社会福祉法人　武雄市社会福祉協議会

民間事業者等住所 佐賀県武雄市北方町大字志久1557 番地

社員数 35 名

１



「地域経営型包括支援グラウトモデル構築事業開発実証」提案書

武雄市は佐賀県の西部に位置する温泉都市で、平成18 年３

月１日に、旧武雄市、山内町、北方町が合併して誕生し、９

つの町( 武雄町､ 橘町、朝日町、若木町、武内町、東川登町、

西川登町、山内町、北方町) から成る。

大部分が山地で山林面積は45 ％を占め、松浦川と六角川の

源流を持ち、武雄盆地内を武雄川・高橋川などの小流が六角

川に注いでいる。市の中心部には、舟の形をしたシンボル的

な山｢ 御船山｣ 、西部には谷を挟んで向きあう雌岩・雄岩。

｢21世紀に残したい日本の自然百選｣にも選ばれた｢黒髪山｣、

樹齢3, 000年を越える３本の大楠があり、雄大な山々と豊か

な自然に囲まれている。山々に囲まれた盆地型地形のため、

内陸的な気候を呈している。

また、1, 300年の歴史を誇る温泉郷、400年以上の歴史を誇

る陶芸の里、そして巨木の里としても広く知られている。

，武 諄 市

."I',j

-

II.　　　本 事 業 の 概 要

本事業では、自治体の基礎的業務分野の一つである「安心・安全業務」について、多くの自治体で
実施 し てい る災害 発 生時だ け で なく、平 常時 にお い て も、空 き家 な どの 危険 箇所 情報 、交 通事 故 情報 、

交通 の運 行状 況 な どを 、 自治 体だ けで なく 、消 防署や 警 察 な どの関 係機 関 や 社 会福 祉協 議 会な どの関

係団 体、 交通 事業 者や 新 聞社 な どの民 間事業 者 、 さらに は 市民 か ら も幅広 く 収集 し てい く よ うな シ ス

テ ムを 作る と共 に 、そ れを 今回 作成 す るオ ープ ンガ バ メン トプ ラ ットフ ォ ー ム （各 課の 保有 情 報や 内

部活 用情 報に加 え 、事 業者 、 市民 から の提 供デー タ な どをセ キュア に、 検 索 が しや すい よ うな タ グ付

け （ジオ コーデ ィン グ、関 連語 句 な ど） を した状 況で 格 納す る 基盤 ） から 、そ れ ぞ れの 閲覧 権 限 にあ

わせ て閲 覧可能 な地 域 ポー タル サイ トを 作成 す る。

対象団体:安心･安全を平時も含めて推進する団体　　　　対象とする行政分野:〈平常時〉地域全体での安心･安全業務
〈災害時〉要援護者安否確認･災害情報の集約/提供
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地域ポータルサイトは、以下の図にあるように、収集した情報を地図情報上に展開することを基本に

構築することとする。自治体が保有している情報は、何らかの位置情報に紐付いていることが多いこ

とと、地図に展開することで、容易に自宅や事業所、学校などの周囲でどんなことが起きているかが

わかるようにするためである。

２
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逕諞
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また、ここで作成した「オープンガバメントプラットフォーム」は、安心・安全情報だけでなく自

治体や地域で発生している種々の情報を格納するプラットフォームとして機能させることで、安心・

安全に関連する業務だけでなく、様々な自治体の事業の見える化に寄与することが可能とさせること

を念頭に開発を行う。このような汎用性の高いプラットフォームを開発することによって、他自治体

にも利用可能となることが期待できる他、民間を中心に自治体のオープンデータを利用した新たなビ

ジネスが、当市で創造されるなどの波及効果も狙うこととする。

あわせて、多くの自治体では、災害発生時の情報収集を極めて重要な業務と考えており、当市にお

いても、自治体だけでなく地域住民等も活用できる災害統合情報管理システムを構築する。

以上のような事業を推進することによって、当市では以下のような効果の創出を期待している。

( ア)

(イ)

( ウ)

III.

( ア)

●

●

●

●

●

●

●

住民

日々の安心･ 安全の向上(通学路や家の周り等関連地域の危険箇所、情報の入手、情報提供)

災害時の適切な情報入手(災害状況、避難所情報、避難情報など)

地域密着、市民参加型行政の実現

事業者

福祉サービスの充実

新たなビジネスの創造

行政

安心・安全情報の見える化

災害/要援護者安否確認の効率化

●　新たな行政サービスの創造

本事業の実現イメージ

対象業務の機能一覧、業務フロー、データ流通方法等の業務方式

①　武雄市の現状/背景

Ａ） 水害都市武雄

武雄市は、前述の概要で示したとおり、佐賀県の西部に位置し、八幡山(764m) ・眉山(518m) ・神

六山(447m) などの低山に囲まれた盆地に、六角川・武雄川・松浦川などの川が入り組んでいる地形を

有しており、古来より水害が発生しやすい地域となっている。また、また、市内全域に幅広く住居が

３
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４-

存在する一方で車社会であることから、災害時に孤立する地域や世帯が発生しやすいことが懸念され

ている。

実際に、昨年７月11 日から14

日にかけて九州北部を中心に襲っ

た「九州北部豪雨」においても武

雄市では、大雨洪水警報が発令さ

れ、西九州自動車道では、武雄JCT

一武雄南IC 間の上下線でそれぞ

れ通行止めとなり、北方地区を中

心に住宅27 棟が床下浸水にあう

などの被害にあった。

このため、安心・安全業務の一

環として、災害時の情報提供につ

● ← ←
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いては、従来より、様々な方策での実施を図ってきたところである。

ｅ 武雄市防災情報ホームページ

冫･市周辺、六角水系、松浦川にカメラを設置、リアルタイムでの水害状況を市民に提供

ｙ 町別に、過去のカメラ画像の検索を可能に

冫 防災メールの履歴も閲覧可能

● 緊急情報発信システム

冫 災害時に地元ケーブルテレビ画面上にテロップを表示し、情報提供

Ｂ） 高齢化の進展にともなう、見守りサービス及び市民とのコミュニケーションの充実

他の自治体同様、当市においても高齢化率(25.81%　 ※平成25 年１月31 日現在）は毎年進んでお

り、独居老人世帯の急増が課題となっている。

このため、現市長である樋渡啓祐は、安心・安全業務の更なる充実を目的とした公約として、「み

んなの見守り隊」事業を掲げ、その実施を進めている。この事業は、従来の民生委員中心の見回り事

業に加え、市、議会、各

地区のボランティアにも

定期的に地域をまわって

もらい、声かけを行う事

業である。予算措置を特

に行わないという点で財

政的には優しいものの、

組織的な情報収集、コミ

ュニケーションルートの

確立までには至っておら

ず、日常的な市民とのコ
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ミュニケーションの充実は当市の課題の一つであった。

これらの背景と、当市の全国的な知名度の低さの解決などを図るため、当市では平成23 年８月１

日に、全国で初めて、市のホームページを全てFacebook 上で閲覧できるようにする施策を実施した。

この効果は多大であり、それまで 平均月間５万ビューであった当市のホームページの情報閲覧数が最

大60 倍以上に眺ね上がり、当市という自治体の知名度向上に大きく寄与している。（上図参照）

また、当初来の課題であった日常的な市民とのコミュニケーションにも役立っており、前述の「九州

北部豪雨」においても、以下のように、市民からの浸水状況のレポートや、市民間での情報のやり取

りが、当市のFacebook 上で展開された、
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さらに、前述の「武雄市防災情報ホームページ」に加え、グラウトサービスであるGoogleMap を活

用した、浸水状況のレポートを定期的に行い、これも、市民に大変好評であった。
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これら情報を高齢者の方や見守りが必要な方に届けるために、

当市では｢ICT 寺子屋｣ 事業を実施しており、平均年齢65 歳の方、

のべ900 人以上にFacebook 活用の方策などを教えており、市民

とのコミュニケーション手段の多様化に一定度寄与している。

実際、災害時だけで無く平常時においても、Facebook を通じて市

政に対する意見などが寄せられ、対話が発生するなど、の効果が

現れてきている。

Ｃ） 地域所得向上のための施策

来たるべき人口減少、高齢化社会に対応するため、当市では

人口の増加を目指すのでは無く、地域住民一人一人の所得向

上の施策に重点をおいている。

例えば前述の 武雄市のFacebook ページ開設により、当市に

興味を持ちアクセスをしていただいた閲覧者に、武雄市の特

産品をコマース販売する「F&B良品」を、2011 年11 月から開

設している。

販売しているのは地元の農家が育てたトマトや地元で美味

しいと評判のカレーなどで、Facebook を通じて、市は町おこ

しを行い、ファンは応援する市の良いものが手に入り、互い

に貢献することを可能としている。市で運営をしているため、

出店者には高額な出店料などは必要なく、数％の販売手数料

のみで済むことから、今まで民間のEC サービスを利用できな

かった地元の店舗が気軽にFB 良品へ出店を行うことができ、 ‘ぷ

地元の人だけが味わうことが出来た逸品を販売することが可　　　・

能となっており、現在既にサイト全体で最高月額100 万円前　　 ‥、

後の売上げを実現している。

65
．

間峽回数-
30

回以上

受講人 改（の ぺ致）

900,,,

:豐 髫 翼Ｕ 。｡,
よう

，

£ 泌 １

甦 冫　Ｆｊ　‥｡　ざ,｡亠

丿
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また、来年度に向けては、当市に起業家が集まり、当市と共に自治体関連ビジネスを立ち上げて頂

けるような交付金スキームを検討しており、様々な新規事業を当市から生み出すことで、雇用の創出

と住民一人一人の所得向上を果たすような施策を検討しているところである。

当事業も、平時・災害時を問わず安心/安全となるような地域基盤の創出から一歩進め、この基盤を

利用したビジネスの剔出ができるようなシステムとなるような形で検討を進めたいと考えている。
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・

－
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②　対象業務の現状の業務フロー/データ流通方式と解決すべき課題

上述までのとおり、当市においては来たるべき高齢化社会に備え、安心・安全関連業務を、住民と

のコミュニケーションの向上や所得向上策を図り、災害時だけで無く平時においても住民一人一人が

安心して住める街を目指して推進しているところであるが、予算・人員上の制約もあり、以下のよう

な課題が散見されている。

Ａ） 平時の安心・安全関連業務の業務フローと課題

Facebook を通じたきめ細かな情報発信をつとめている当市であるが、情報入手経路が多岐にわたる

ため、これらを一元化して市民につたえることが十分に出来ているとは言いがたい状況にある。特に

以下の図にあるような工事箇所や危険箇所、交通事故箇所などのような災害情報というよりは、平時

の安心・安全につながるような情報については、災害のように一時期に必要とされず、毎日いずれか

で発生しているため、Facebook などの媒体では流しづらく、結果的に、都度問合せの度に情報を出

す形となり、まとまった情報提供が出来ているとは言いがたい。

また、市民からすると、どの情報がどの機関に問い合わせればわかるか、あるいは報告すれば良い

かと言うことがわかりづらく、例えば自動車学校に通う娘がいる家族から、自動車学校へ通う道で危

険なところが無いかといった漠然とした不安を相談するところは警察が良いのか自治体が良いのか

と逡巡してしまうといった事例も発生している。

∠
地域

課 題③【行政､ 地域住民や事業

者間での共有不足】
１市 民 が 持っている有 用な安 心･

安全に関する情報を収集する手

立てが少なく､市の業務で得た

情報以外が集まりづらい。
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課 題 ① 【 地 域 住 民 や 事 業 者 間 で の 共

有 不 足 】

自 分 の 知 り た い 情 報 や 自 分 が 持 つ 安 心

安 全 に つ な が る 情 報 を ど の 機 関 に 連 絡

す れ ば 入 手 し た り 提 供 で き る か が､ わ

か ら な い た め､ 適 切 な 情 報 入 手､ 連 絡

が で き ず に い る
．

ま た､ 市 民 の 間 で 知 り た い 情 報 が 共 有

’ １できていないf･-地 日鑓ａ 問合せ泓
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’課 題 ②【 行 政内 部７ の 共 有 不足 】　｜

： 組 織間での 情 報 共 有が でき ていな　 ｊ

： い ため､ 何か 確 認をした い 際には 市 １

役 所 内部 におい ても､ 市 民とのや り

取り同 様都 度 問合 せ､ 都 度 回答 が　 ｌ

発 生している　　　　　　　　　　　 １

B） 災害発生時の安心・安全関連業務の業務フローと課題

幸いなことに、武雄で頻繁に発生している水害は武雄市役所近辺では被害が少ないために大きな問題

とはなっていないが、当市において先の東日本大震災などの武雄市役所近辺も含めた広域災害が発生

した場合においては、市の職員の市役所への参集が困難になることが予想されるが、それに対する対

策は万全とは言いがたい状況である。

誰がいつまでに参集できるのかが読めない状況が発生するだけでなく、現在は職員などで実施してい

る被害状況の把握も困難になる可能性がある。
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また、例えば要援護者の有事の際の支援方法も以下のように定めているが、実際に電話・メールでの

情報をどのように集約するのかは必ずしも決められておらず、広域に災害が発生した場合には心許な

いのが現状である。
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Ｃ） 解決の方向性/対象業務

上記のような様々な課題の解決のために、以下のようなサービスが提供できるシステムを構築する。

アナログXICT による、平時/災害時に利用できる情報基盤/ポータルを構築することで、何らかの災

害が発生した時だけで無く、平常時から住民に慣れ親しんで利用されるシステムを目指し、平常時か

ら、危険箇所などの情報共有が地域全体で成されることができ、現在当市で実施している関係者全員
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での高齢者の見守りが適切に行えるようになったり、地域住民が通学路や家の周囲の危険情報をどこ

かに問い合わせること無く手に入れられるようになったり、といった効果が生まれる。

災害時においては、職員自身の安否確認から、施設や要援護者などの被害状況把握などを一元的に実

施することで、抜け漏れや重複の無い災害対応を迅速かつ確実に実施できるようになる。

災害眄:災害拾幄共有･提供サｰビス
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【平時の業務フロー・データ流通方式（改善後）
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上記システムを導入後の平時の安心・安全業務の業務・情報フローは下記のようになる。

―つの統合したポータルサイトで情報の共有・報告が可能となるため、地域全体での安心・安全の向

上のための施策の検討や維持向上が容易となる。

改善点②【行政内部での共有】

市民が持っている有用な安心･
安全に関する情報を問合せする

ことな<共有でき､安心･安全施

策の検討に利用できる

地域の安心･安全の向上に資す

！る情報は更新の度に最新情報を
Ｊ市民/関係各所に適切な公開範

ｉ囲で自動的に伝達ができる
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⑤

情報? 集･提供

⑤
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： 改 善 点ａ)【 地 域 住 民 や 事 業 者 間 で の　 １

°共 有 】　　　　　　　　　　　　 １

自 分 の 知 り たい 情 報 や 自 分 が 持 つ 安 心 １

安 全 に つ な が る 債 報 を 統 合 さ れ た ポ ー １

１ タ ル サ イトを 通 じて 入 手･ 報 告 が で きる ． ：

市 民 の 間 で 知 りた い 情 報 が 共 有 で き 、
ｌ

＝ 似 た よ うな 問 合 せ をさ け る ことが 出 来 る ＝

： 上 に､ 地 域 全 体 で の 連 携 し た 安 心･ 安　 ！

；
全 向 よ 策 の 検 討･ 実 施 が 容 易 とな る　 ｉ

＝ 圧 ］

匚鯲 ‾|

匸庶］

改善点③【行政･地域住民や事業者間
での共有】

組織間での情報共有が適宜統合した

ポータルサイトを通じてできるため､ 問

合せなどが不要となり､情報を基にした

連携施策の検討･実施が容易となる

【災害時の業務フロー・データ流通方式（改善後）】

同様に災害発生時の職員の安否確認、施設や要援護者などの被害状況把握も一元管理されることで、

従来は見えなかった 職員の安否状況”や、“支所・避難所ごとの参集予測”を発災直後の時点で知

ることができ、人的リソースの最適配備や現場へのスムーズな指示に役立つことが期待される。

また、従来バラバラになっていた各個情報を、全庁共通のデータベースに簡単に集約できるので、避

難所への指示など初動期の一次対応が素早く行えるとともに、従来とても時間のかかっていた被災状

況の集計・分析が臨機応変にできるため、精度の高い報告資料が作成でき、素早い意思決定が可能と

-8-
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なる。全ての支所・課で同じ情報を見ながら会話ができるため、部署間の連携が促進され、対応の漏

れ・二重対応の防止など、全庁一丸での効率的な災害対応が実現することとなる。

これらの情報は適切な公開範囲で市民や関係団体とも共有されるため、市民/関係団体の災害への対

応もより迅速により安全に実施されることになる。

なお、本機能については、訓練モードのような形で、全ての機能を防災訓練で利用できるような機能

を有させることとする。このことにより、 従来、形式的になりがちだった防災訓練をより実践的に行

えるため、職員の防災意識向上はもちろん、訓練結果から課題や改善点を見つけるなど、災害時にお

ける対応力が育成されると考える。
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また、前述の例であげた要援護者の有事の際の支援方法も当サービス実施により、以下のような形に

変更される。抜け漏れなどが減ることにより、対応の漏れ・二重対応の防止が図れるほか、今まで情

報がとどかなかった団体などに情報が届くことにより、新たな支援の在り方などが発生することが期

待される。
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【他自治体との連携/民間サービスの誘発の実現】

また、前述のように、この基盤は、汎用性の高いプラットフォームとして開発することによって、他

自治体にも利用可能とすることを念頭におくだ

けでなく、民間を中心に自治体のオープンデ ータ

を利用した新 たなビジネスが、当市で創造される

などの波及効果も狙 うこととする。

具体的には本年１月25 日に発表した千葉市、

奈良市、福岡市と当市で４月１日に設置予定の「ビ

ッグデータ・オープ ンデータ活用推進協議会」に

て、本件事業 内容の情報共有を行い、他自治体で

も利用しやすい形でのプラットフォーム開発を

推進するだけでなく、この協議会で実施する「ビ

ッグデータ･オープンデ ータ活用アイデアコンテ

スト」にも、このプラットフォームを利用したア

イデアを募集す ることで、行政が保有する「オー

プンデータ」を活用して住民サービス向上や業務

効率改善につなげるようなビジネスの創出を促

すこととする。
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長 が務 め る．
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行政が倪芍する 「７t--･プンデ･一夕」を活用じC 住民サービス向 上や旻鴈効

率改酉fこつな;!るアイデアを公雰.する．狄に侃秀作品を表彰し ，4市｛i 洛彰

12014 年度以降のアイデア呪現1;l向ljた尺体的以找二1を行う，

Ｄ)データ流通方法の業務方式

自治体共通アプリケーションであるオープンガバメントプラットフォームのデータ流通方法の業

務方式を記述する。想定する機能ごとに個々の方式に相当する箇所を矢印に丸数字を付記し､以下、

それぞれの概要を記す。
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地図侑轌システム

職員ポータル

住民提供情報

問い合わせ対応
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…_ －し 茜 甲

ユーザ情報

楽士] 言 言

安か 安 全 情 報 提 供シ ステム

！
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還咯データベース飃能 利 用老 認証

権限管廻機能

連 携路 盤 プラットフォーム

惰呱公開ファイル管理

システム
CS町 オープッダータ･ §照 子

ご とに で1ま

Ｆ ヽ

Ｄ１１二”　

‘!
‾）ｲ ご

に卜 二|

オーブ ンガ パメントフラツ1ヽ フォーム

クラウドシ ステム

「オープンガバメントプラットフォーム」

① 自治体職員は、各課保有情報・内部活層|青報のＰＤＦ ファイルや ＣＳＶファイルを情報公開フ

ァイル管理システムに登録する。

② 自治体職員は、 随時、 地図情報システム（基幹システム）から地図情報をＣＳＶファイルで
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エクスポートし、 地図情報システム(実証用システム)ヘインポートする。

③ 自治体職員は、地図情報システム(実証用システム)から地図情報のＣＳＶファイルをエクスポ

ートし、 情報公開ファイル管理システムに登録する。

④ 情報公開ファイル管理システムは、安心・安全情報提供システムと職員ポータルからファイ

ル参照リクエストを受け、 該当するファイルまたはファイル情報を安心・安全情報提供シス

テムと職員ポータルに返却する。

⑤ オープンデータ加工処理は、 情報公開ファイル管理システムに登録されたＰＤＦ ファイルや

ＣＳＶ ファイルから固有表現データや住所データを抽出し、 住所データを緯度経度情報に変

換し、 ＣＳＶファイルを出力する。

⑥ オープンデータ加工処理で出力されたＣＳＶファイルをＲＤＦ/ＸＭＬ形式に変換し、 オープン

データ管理システムに登録する。

⑦ オープンデータ管理システムは、安心・安全情報提供システムと職員ポータルから地図情報

参照リクエストを受け、 該当する地図情報のＸＭＬ またはJSON 形式のデータを安心・安全

情報提供システムと職員ポータルに返却する。

（イ）本事業のグラウトモデルでの処理方法､ 地方公共団体と民間事業者等との連携方法及び各フ

ェースでのそれぞれの役割分担、運営体制等の実現策

①　 グラウトモデルでの処理方法

●　パブリックグラウト利用、ソーシャル活用

情報公開のためにソーシャルネットワークサービスの活用が議論されている。当市でもこれまで詳述

したようにTwitter やFacebook の活用にて市内外への情報発信を行っている。また市内に目を移すと、

グループ ウェアにパブリックグラウトにて提供されているGoogle Apps を採用し、日々の業務におい

て有用に、かつ課題無く運用できている。

今回提案のシステムは、そういった昨今の情報技術潮流に則り、グラウトとソーシャルネットワーク

サービスを積極的に活用する構成によって稼働させることを計画している。

■　グラウト採用メリット：いつでも、どこでも、どんなデバイスからも

今回提案のシステムにより期待される効果の一つとして、市内における平時の安心・安全を推進する

団体および個人に対して情報支援が実現することがある。すなわち市と地域住民の相互の関係に加え

て消防署および消防団、警察署および防犯協会、自治会、ＰＴＡ、さらには新聞社を含む民間企業とい

った多種多様な団体および個人からの利用が想定されている。これら想定利用者全体に対して、利便

性の高いシステムを実現するのに必要となる要件は、いつでも、どこでも、どんなデバイスからも接

続できることと推定した。なぜならばその多様な利用者は常に９時～17 時の間だけ働いているとは限

らず（いつでも）、常に室内の所定場所でのみ働いているとも限らず（どこでも）、パソコンだけでな

くモバイル機器を専らに用いる場合（どんなデバイスからも）もあるためである。これはまさにグラ

ウトが概念と機能の両面にて効能応えている利点であり、今回システムでも実現が期待されるところ

となる。

●　 いつでも

初期にはSLA は実証実験サービスとしてコストに見合うレベル内にて提供されることを計画してい

るが、最終的には24 時間、365 日、遅延や障害がほぼなく運用される事が想定されている。よって今

回システムでは後追加的改修開発を経ずして高いSLA が提供できるよう、システムを複数インスタン

スでクラスタリングする冗長構成に設計する。

●　　どこでも

運用サーバーは市内のみからアクセスできるネットワーク内ではなく、インターネット網により公衆

公開される環境におかれ（ただしこのように提供可能な部分に限る。）システムの一部にはFacebook

やGoogle 等に想定される外部者が提供するインフラを援用するような構成で実現する。よって地域住

民を含む市職員以外の利用者も容易に情報を取得、利用する事ができるようになる。

11
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●　 どんなデバイスからも

アプリケーションはWEB ブラウザさえあればデスクトップパソコンのみならず、タブレットやスマー

トフォンよりも利用できるようにすることが求められる。このことにより、家外作業中に立ち姿勢の

ままハンディ機器にて情報取得することなども可能となる。

●　　OSSの活用によるコストダウン

将来において地域にサービスの認知が高まり利用者が大幅に増加した場合にも、追加コストが極小に

て拡張対応できるような、可用性高い仕組みにする。外部者のインフラ利用ではなく今回用に独自に

調達して組み立てる部分では、実現技術としてサーバーの仮想化を基本とし、ソフトウェア自体のラ

イセンスフィーのかからないOSS （オープンソースソフトウェア、ソフトウェアのソースコードが公開

される事によりベンダーロツクインが回避された製品で、通常無償提供されている）のデータペース

やOS を利用する。

②　 自治体と民間との連携方法

先述のとおり、当市では、「見回り隊」などの活動を通じて、自治体と社会保障協会、民生委員、

警察署などと様々な民間事業者、団体と連携して、安心・安全の向上に努めているところであるが、

現在までは、メモやメール、電話などパラパラな形で情報をやり取りしていたため、それぞれの団体

が持っている情報が違うなどの問題から、特に平時においての効果的な対策検討がしづらいのが現状

であった。防災計画策定や交通安全、防犯などテーマごとに集まりはあるが、このたびにそのテーマ

の関連情報に関する情報はアップデートされるが、ここでも地域全体で横串にみた検討はし難いとい

う課題があった。

これをあらため、全て、今回構築する 「地域情報ポータル」に各自で現在持っている情報を共有化

していただくとともに、随時懸念される情報も逐一共有していただく形にあらためることで、タイム

ラグの無い形での情報共有が可能となり、同じ情報を基にした、その地域全体の立体的な安心・安全

対策の検討が容易となることが期待される。

今までの連携方法　　　　　　　　　　　　　 今後 の連携方法

メー ル ？

電 話 ？

会 議 ？

べ 冫 、ヽ

住民
．心 ／

メー ル ？

電 話 ？ ’

会 議 ？

メー ル ？

電 話 ？

会 議 ？

連携は必要な時に都度実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各自でもっ情報を地域情報ポータルへ共有
情報の共有化はされていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイムラグの無い形での情報共有が可能

同時に同じ情報の共有が難しい　　　　　　　　　　　　　　　　　同じ情報を基にした立体的な対策検討が可能

③　 各 フ ェ ー ス で の 役 割 分 担

安 心 ・安全 を 地域 全 体で維 持す る ため に 、平常 時お よび 災害時 にお いて 、そ れぞ れ 、以 下の よ うな

組織 に 役割 を担 っ てい た だく 予 定で い る。

こ の 役割 に つ いて は 、現 在 も担 っ てい た だい てい るが 、前 述 まで に あげ た情 報 不足 や共 有 不足 な ど

の課 題 か ら十全 に機 能 して い な かっ た もの が、今回 のこ の 「地 域 情 報 ポー タル 」 の導入 に よ り、解消

され る こ とが期待 され る。

平常時

市役所 危険箇所情報、道路工事情報など各種安

心・安全情報の提供
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社会福祉協議会

警察

消防署

自治会

消防団

P  T  A

災害時

市役所

社会福祉協議会

消防署

警察

医療機関

区長

民生委員

消防団

自治会

学校

P T  A

建設業協会

地域の安心・安全強化事業の施行 など

要援護者等の見守り強化など

防犯箇所の重点化など

効率的な消防活動（消防車や救急車の運

行経路把握、火災時の延焼防止など）な

ど

地域住民の見守り強化など

各地区における防災活動地域（空き家

等）の重点化など

登下校時の子供の見守り強化

災害情報収集、住民への避難勧告･指示、

避難所設営、健康観察、備蓄食料配布、

市道や河川状況確認、通行止め、要援護

者の避難支援、災害情報（被害状況、避

難所、備蓄品など）の提供、国・県への

支援要請

要援護者の避難支援および市への報告、

避難所でのヶア

，本仕組みを利用した要援護者の見

守り方策の検討

組織内の安心・安全情報の掘り起こ

しと公開に向けた処理の実施

組織内の安心・安全情報の掘り起こ

しと公開に向けた処理の実施

地域情報の掘り起こし方策の検討

地域情報の掘り起こし方策の検討

地域情報の掘り起こし方策の検討

災害時の連絡体制の再検討/関係各

所との調整

実証期間内での防災訓練の企画・実

施

！災害時の連絡体制、ヶア体制の再検

１討

’防災訓練参加

住民救助、避難支援、火災発生時は消火　災害時の連絡体制、活動の再検討

活動など　　　　　　　　　　　　　　　 防災訓練参加

住民救助、避難支援（声掛けパトロー　１災害時の連絡体制、活動の再検討

ル）、交通整理など　　　　　　　　　｜防災訓練参加

避難所における健康観察、応急処置　　 ＝災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

行政への支援要請、区民の安全確認およ　災害時の連絡体制、活動の再検討

び市への報告など　　　　　　　　　　 ；防災訓練参加

地区の要援護者（高齢者・障がい者）の　災害時の連絡体制、活動の再検討

避難支援および市への報告など

１住民救助、避難支援（声掛けパトロー

うレ）、河川など危険箇所の見回り、通行

止め、火災発生時は消火活動補助 など

地区住民の避難支援、避難所での炊き出

しなど

児童の安全確保、登下校支援など

児童の登下校支援など

トラック・重機の提供、土嚢作成・運搬

など

防災訓練参加

災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

災害時の連絡体制、活動の再検討

防災訓練参加

④　 運営方法の実現策

上述のとおり、現在においても会合などはテーマ毎に開かれており、これは今後も継続して実施す

るものとする。

平常時においては、この仕組みにより、安心・安全情報を提供することで、上記役割が十全に発揮

できていることを、テーマ毎の会合にてモニタリングし、必要情報の充実や、対策の充実を図ること

とする。
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災害時においては、全ての情報がこの仕組みにより、適時に漏れなく「災害本部」に集中すること

となるため、上表の役割分担に基づき、安否確認や状況確認がされていないなどの漏れや二重確認な

どの無駄が無い形での、災害対策が可能になる。

（ウ）システムに求められる機能

システムの機能は、利用者視点に

おいて大きく市職員向けにて期待が

想定される要件と、住民向けにて期

待が想定される要件より検討されて

いる。

①　　 職員視点

職員においては、庁内の各原課に

おいて発生している日々の書類情報

を電子化し、情報に含まれる住所等

の位置情報より地図上に直感的に表

現されているものをもって、素早く

共有することが求められる。

情報が共有されれば、安心・安全

に関わるような重大事案についても

庁 内 で や り 取 りさ れ る 危 険 や

災 害 な ど の 重 要 な 情 報 を 、グラ

ウト お よ び 地 図 に て 素 早 く共 有

し て 事 案 の 対 策 ス ピ ー ドを 向

上 させ る 情 報 共 有 サ ー ビ ス を

提 供 一 安 心･ 安 全

一 グラウトを便った怙li 芒珂によって、

庁内 のやり取りを７ べて共有

一 危険 などのn! 旻怙拿lは､ 地図にａ

づりて登詆し､ どの屯所にどのよう
な危険 があるかを､ ほ 八 がすぐに把

妲することができる、

一 対策についての 庁内やり取りも､地

図に紐づ1うて芒･班 すろ二とて､ 地域

の喘逝のｇ 決 状況についても､ 職
ｎ がすぐに 把痙できろようになる．

・
地域の課題をソーシャルにて解決
する｢311亅型サービスを拉供

一
危険 など の重 要 惴 報は､ 地 域件 民
からの ソーシャル 投 稿も可 能に す

な この 仕誼 み により胃 民で素 早く
帖 報を 共 有す る、

一
霖屁のステータスを管理して､諜題
鴛決までのフ爿囗－アップを地域の

． 胥で行粲っ郤. ‥. ‥...‥.
i 危 険 や 災 害 の 怡 報 に 留 まらず 、

ｉ 観 光 ほ か 、地域 のさまざ まな恰 報 ｉ

ｌを 公 開　　 、･.－　 －.･‥･　i･　　i

クラウドと､地図､ ソーシャルのパワーを利用し､ 地域貧 民へ安 心･ 安令を提供する

原課の少数人数にての対応に留まらず、市および地域を総合しての対応が可能になろう。そのために

は、今回システムによって、庁内のすべての情報流通を把握することが理想とされ、特に危険などの

重要情報は適切な把握が行われなければならない。

②　　 住民視点

安心・安全に関わる地域の課題については、これまでの行政のみによる対応にとどめず、地域住民の

参加を求めて取り組む必要が生じてきた。なぜならば日々発生する事案について限られた市内の人員

数では対応しきれないケースもみられ、またそれを補う財政的な困難も生じている。

一方で、世界的潮流として、地域の軽微な課題については住民間にて自律的に解決するという、「３

１１型」と呼ばれるような活動が行われている。すなわち、昨今のソーシャルネットワークサービス

の普及を前提に、危険等の重要情報は広く住民より提供されかつ共有され、行政は初期には最小限の

介入にとどめた上で課題の解決を見守っていくという仕組みである。自らの地域を自らで整備すると

いう意識は民度の向上にもつながり、治安の向上、ひいては安心・安全な社会の実現につながってい

く。

また、住民の関心は安心・安全のみに留まらず、またあらかじめ市側より断定的に決定されるものだ

けが必要十分な情報であるとは限らない。観光ほか地域資源の様々な情報を同一システムの応用的活

用によって提供できれば、さらなる住民サービスの向上となるほか、地場企業やベンチャービジネス

において新たなる事業創造のきっかけと成る事も期待される。まさにオープンデータ構想として広く

議論されている論点である。

③　　　今回システムへの適用

職員向けおよび住民向けそれぞれの要件に対応するために､ 今回システムでは以下の機能を用意する

事とした。

1.　 住民へ安心・安全情報を提供する機能

2.　 住民からの防犯、災害、工事等の情報投稿を受け付ける機能

3.　 職員向けに業務のプロセス管理を行う機能

4.　 既存職員向けグループウェアと連携する機能
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Ａ） 住民へ安心・安全情報を提供する機能

地図上に、防犯、災害、工事ほか様々な安心・安全に関わる情報を表示し、広く住民が閲覧できるよ

うにする。グラウトを活用することによって、いつでも、どこでも、どんなデバイスからでもアクセ

スできるようにする。地図は情報をテーマ別に切り替えながら見る事ができ、個々の情報はさらに詳

細情報の画面をもってその内容を手軽に伝わるようシステムで用意する。多種多様な情報を一つのシ

ステムで汎用に表示するための仕組みは、今後の追加的開発を必要としなくとも職員ないし委託業者

の容易な運用操作にて調整される機能が必要と考えられる。また、利用者のWEB ブラウザ上での直感

的な操作にて、地図の拡大縮小や移動が行われることが基本である。

B） 住民からの防犯、災害、工事等の情報投稿を受け付ける機能

３１１型サービスの実現として、住民より防犯、災害、工事ほかの情報の提供を受け付ける。情報の

提供は地図上での表示に資する住所や緯度経度等に表現される位置情報および課題の種類、状況が含

まれるほか、現場写真データのアップロードも受け付けるようにする。

これらの機能は基本的に実名によって操作され、匿名によるいたずら等の虚偽情報を排除するモラル

ハザードを期待する。実名の確認はFacebook が提供する認証機能を援用する。

Ｃ） 職員向けに業務のプロセス管理を行う機能

市内に保有する情報および３１１型サービスの成果として住民より集められた情報は､ 市職員に向け

て提供されるBPM/ フーグフローの機能によって、一定の確認および承認行為を経た上で一般向けに公

開される必要がある。また、住民から収集された情報についてはその実際を現地確認など行う必要が

生じる場合もある。こういった今回システムに伴う新規発生業務については、通常業務に追加される

業務負荷を考慮して極力システムにて管理され、職員の負担が軽減されることが望ましい。これら要

件も提供されるBPM 機能によって運用される。

Ｄ） 既存職員向けグループウェアと連携する機能

当市ではすでに職員間の業務上の情報共有のツールとして、パブリックグラウトにて提供される

Google Apps が導入されている。このGoogle Apps に含まれるカレンダーなどの既存機能と、今回シス

テムの機能が連携し、業務が円滑に遂行できる庁内情報環境を構築する。

15



「地域経 営型包括支援 グラウトモ デル構築事業開発実証」提案書

④　　　自治体として前提的な要件
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A）　　 法定図書の公開

地図を用いた行政システムとして､近年では法定図書の公開をWEB で行うシステムが利用されている。

法には必ずしもWEB を公開手段に限るとは定めていないが、不動産業者など情報を必要とする法人や

個人が常に来庁し、その結果市職員が対応するのは職員視点にて業務負荷が高まる要因となっている。

安心・安全に関わる情報を提供する今回システムの趣旨を損なう事無く、同時に情報の背景地図とし

て法定図書の一部を提供することは住民利便にもかなうと考える。

B）　　 地域資源公開

市内の保有される情報には、必ずしも安心・安全に直結するものではないが、住民にとって有用な地

域資源に関わる情報もある。たとえば地域の啓蒙を目的としたイベント情報や、日用品を販売する店

舗、観光情報など、今回システムの仕組みを利用して公開するすることも可能になる。当市ではこう

いった情報も、ソーシャルネットワークサービスを含む市の広報活動によって積極発信している。安

心・安全に関わる情報とあわせて市側で厳しい制限を設けることなく多種多様な情報を公開すること

によって、地場企業などによる新規事業創造のアイディアづくりの一助となることも期待される。

（エ）システムの構成と機能

システムは、地図を含む利用者と

のコミュニケーションを受け持つ層

と、利用者認証・権限管理などを行

う連携層、データを取り扱う層に分

けられ、それぞれを安心・安全情報

提供システム(および職員ポータル)、

連携基盤プラットフォーム、オープ

ンガバメントプラットフォームとす
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- 一 一

①　　 「安心安全情報提供システム」

安心安全情報提供システムとは、今回システ

ムにおいて地図を情報表現の手法として採用す

る、利用者への情報表示箇所である。クライア

ントには特別なソフトウェアをあらかじめ用意

する必要なく、WEB ブラウザだけで完結できる

ことが求められる。

これまで全国の自治体が運用する掲示板や地

域SNS については多数議論されてきたが、利用

者が匿名で利用するのか、実名で利用するのか

ｉ 心･安 全恰衄提僕システム

およひ 職員ポータル
1地11 グラウト髦アブリヶ－シ豈ン;

年 千万 五大 万 引匹 冂

オープ ンガ ノ1メン↑ヽプ ラットフォーム

; 迫携笛藍ブラットフ･e－ム）

jl 地体共通アプリゲージ・ン冫

クラウドシステム

は常に重要事項として議論されている。そんな中、今回システムにおける住民との情報連携には、モ

ラルハザードの観点より匿名ではなく実名が望ましいと考えている。

当市では従前より実名利用が前提とされるパブリックグラウトかつSNS であるFacebook を活用して

おり、今回もFacebook をシステムへの入口の一つとするシステムとして提供したいと考える。

システム諸元は以下の様にまとめられる。

７　Facebook と連携し、実名利用者ヘサービスを提供する

７　地図上に、各データに含まれる位置情報に応じて適切に配置表示する

７　地図の拡大縮小など一般的に期待される操作感への対応

冫

冫

冫

／

位置情報を統計的に集約して表示することによってプライバシーに配慮する機能

住民より地域の課題を、システム通過にて登録

地図とは別に、一覧にてデータのリストを表示する

データの検索を受付け、背後基盤に要求し、結果を表示提供

「安心・安全情報提供システム」は、関連団体及び市民が市保有データを入手し、また市民が持つ有

用な情報を報告して登録、更新するのために利用するアプリケーションである。取り扱う情報は全て

を連携基盤プラットフォームを通して、オープンデータ管理システムのＲＤＦ ストアより得る。

これらの要求を満たすアプリケーションとして、それそれの機能概要は以下の通りである。

機能名 機能小項目 機能概要

情報公開画面 地図の基本操作 地図の拡大、縮小、移動を行う。

地図による情報公開 地図上に、共通基盤を通じて取得される情報を、情報に

含まれる位置情報に従ってアイコン表示する。

詳細情報表示 画面上で選択されたアイコンが示す情報の詳細内容を表

示する。

法定図書の表示 市の保有する法定図書を投入して表示する。ただし法定

図書のコンテンツ制作は範囲ではない。

情報の検索操作 ユーザーに検索のためのインターフェイスを提供し、入

力された情報にしたがって ＲＤＦ ストアへ検索を行う。

検索結果の表示も含む。

プライバシー対応表示 情報の性質によってはプライバシーへの配慮のために統

計的に複数情報を集約的に表示する。

報告受付機能 報告受付機能 利用者の操作にて、新規に情報登録を受け付け、RDF ス

トアに書き込みをAPI を通じて行う。

情報の状態管理 情報の状態（新規登録、確認済み、疑義情報など）に従

って、アイコンの色などを表示しわける。

Facebook 連携 認証利用 実名でシステムを利用させるためにFacebook の認証を

用いる。
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コンテンツリンク Facebook 内のページやコメントなどと連携して、シス

テム全体をソーシャルメディア化する。

Facebook アプリ化 Facebook とユーザーインターフェイスを統合すると同

時に、利用者のプロファイル情報を得て利用状況の分析

に活用する

②　　　「職員ポータル」

今回システムにおいて、システム運用者が利用する機能提供を行う箇所である。想定利用者は市職

員もしくは委託された事業者となる。

安心安全情報アプリケーションが地域住民や関連各所に提供する情報は、当然に行政においても活

用が可能と推定される。しかし行政においては一般公開時とは異なり、より詳細な、集約統計となっ

ていない加工前の情報を利用する事も期待されている。

さらには情報公開に係る業務自体や、公開情報への住民からの問い合わせ対応など、新たに発生す

る業務を想定するが、今回システムの導入によって市職員への業務負荷が著しく増加する事は望まれ

る事ではなく、また熟練度が低い実施者に対しても優しい管理運用機能を提供する必要がある。

今回はすでに当市にて導入済みのグループウェアであるGoogle Apps と連携すること、および新規

にBPM  (業務プロセス管理ツール、またはワークフロー）の採用によって実現することとした。

以下にシステム諸元をまとめる。

／　職員向けにより詳細の情報を提供する

／　住民からの提供情報の確認や問い合わせに対応する際の機能

／　情報の公開、非公開の操作

／　業務プロセスを効率化するに資するワークフロー

ノ　既存グループ ウェアであるGoogle Apps と連携して業務利便を上げる

これらの要求を満たすアプリケーションとして、それそれの機能概要は以下の通りである。

情報管理機能 情報の公開非公開を操

作する

自治体職員が、各情報について公開・非公開の設定を行

う画面および処理を提供する。オープンガバメントプラ

ットフォームで提供する同様機能と異なり、情報の地図

上への表示に関する事項に集中している。

情報の参照・登録・変

更・削除

自治体職員が、任意の情報の参照・登録・変更・削除を

行う画面および処理を提供する。 オープンガバメントプ

ラットフォームで提供する同様機能と異なり、情報の地

図上への表示に関する事項に集中している。

情報公開ファイルの検

索

自治体職員が、登録されているファイルについて、 全文

検索やタグ検索などの検索を行う画面および処理を提供

する。

情報公開ファイルのラ

イフサイクル管理

自治体職員が、情報公開ファイル管理に登録されている

ファイルについて、公開開始の期日を指定した公開など

を行う画面および処理を提供する。

情報公開ファイル利用

API

地域グラウト型アプリケーションからのファイル参照リ

クエストに対して、文書ファイルの公開・非公開に基づ

き､ファイルリスト及びファイル情報をWebAPI 経由で

データ提供する。

情報公開ファイルのバ

ックアップ

登録されているファイルについて、日次で、 ファイルバ

ックアップを行う。

ユーザー管理機

能

管理者権限付与 指定ユーザーに対して、管理者としての特権を与える。

また、特権の内容を制限したり、停止も行う。

グループウェア

連携

通知機能 住民からの報告登録など、職員として対応すべき事象が

システムに生じた場合に、メールおよびFacebook メッ

セージにて適切な担当者へ通知を行う。
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カレンダー連携 日付のある情報について、簡便な操作にてGoogle カレ

ンダーに書き込み/読み出しを行う。

ドキュメント生成 あらかじめ用意されたテンプレートによって、検索情報

とあわせて文書を生成する。

ＢＰＭ 活用 情報公開承認 地図上に公開表示する情報について、必要に応じて庁内

の意思決定者による承認プロセスを挟み込み実行する。

情報状態操作 安心・安全情報提供システムが提供する情報状態管理機

能と連携して、情報の状態変更を行う。

業務プロセス管理 ＢＰＭ 本来の用途として、一般的なワークフロー、プロ

セス管理の機能を提供し、今回趣旨の機能とあわせて職

員によるシステム利用頻度を高め、業務効率を上げる。

③　　　「オープンガバメントプラットフォーム」

今回システムにおいて、当市保有のデータを蓄積する箇所である。また、電子帳票の取り込み

とその加工部分も含む。当市が公開するデータの量はシステムの活用が進むほどに、大変大きく

なる事が想定されてい る。大量のデータを投入し、さらには日々蓄積される状況下で、適切なセ

キュリティ強度をもって一元管理し、多様なデータ種について横断的に検索ができ、さらには分

析できるための仕組みが必要である。

特に今回システムではデータに含まれる住所情報を地図上に表現できる緯度経度情報に変換し、

また地図上で場所選択されて入力された後発情報については、逆に緯度経度情報から住所情報に

変換する。これらはジオコーディングおよび逆ジオコーディングと呼ばれ、既に安価かつ高速な

変換サービスが市場に提供されているので適切なサービスを採用しシステムに組み込むこととす

る。

したがって、システム諸元は以下の様にまとめられる。

７　電子化された自治体保有情報を管理する

／　電子帳票の取り込み過程では、位置情報を付与し、種別に分類する

ノ　プライバシー保護を考慮した加工措置を行う

／　情報を大量に蓄積し、また日々の大量追加に対応する

／　多種多様なデータを横断的に検索する機能

７　 外部とデータをやりとりするAPI 、連携基盤プラットフォームとのインターフェイス

これらの要求を満たすオープンガバメントプラットフォームの機能は大きく次の４つのシステ

ムに分けられる。

・　情報公開ファイル管理システム

自治体が文書ファイルを公開する時に必要となる機能を提供するWeb アプリケーションであ

る。安心･ 安全情報提供システムと職員ポータルからのファイル参照リクエストに対して、Web

API によるデータ提供を行う。

オープンデータ管理システム

自治体が位置情報データを公開および利活用する時に必要となる機能を提供するWeb アプリ

ケーションである。安心・安全情報提供システムと職員ポータルからの地図情報参照リクエス

トに対して、Web APH こよるデータ提供を行う。

オープンデータ加工処理システム

文書ファイルからメタデータ抽出やジオコーディングを行い、CSV ファイルを作成する。ま

たCSV ファイルをRDF 形式に変換してオープンデータ化を行い、 オープンデータ管理へ登録

する。　　　　　　　一

地図情報システム

地図情報のCSV ファイルのインポートとエクスポートを行う。
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上 記 機 能 の そ れ ぞ れ の 機 能 概 要 は 以 下 の 表 の 通 り で あ る ．

機能名 機能小項目 機能概要

情報公開ファイ

ル管理

情報公開ファイルの

公開非公開の管理

自治体職員が、各情報公開ファイルについて、 公開・非

公開の設定を行う画面および処理を提供する。

情報公開用フォルダ

の参照・登録・変更・

削除

自治体職員が、任意のフォルダの参照・登録・変更・削

除を行う画面および処理を提供する。

情報公開ファイルの

参照・登録･ 変更・削

除

自治体職員が、 任意のファイルの参照・登録・変更・削

除を行う画面および処理を提供する。

情報公開ファイルの

メタデータ参照・登

録・変更・削除

自治体職員が、 任意のファイルのメタデータの参照・登

録・変更・削除を行う画面および処理を提供する。

情報公開ファイルの

検索

自治体職員が、登録されているファイルについて、 全文

検索やタグ検索などの検索を行う両面および処理を提供

する。

情報公開ファイルの

ライフサイクル管理

自治体職員が、情報公開ファイル管理に登録されている

ファイルについて、公開開始の期日を指定した公開など

を行う両面および処理を提供する。

情報公開ファイル利

用API

安心・安全情報提供システムと職員ポータルからのファ

イル参照リクエストに対して、文書ファイルの公開・非

公開に基づき、ファイルリスト及びファイル情報をWeb

API 経由でデータ提供する。

情報公開ファイルの

バックアップ

登録されているファイルについて、日次で、 ファイルバ

ックアップを行う。

オープ ンデ ータ

管理

オ ープ ン デ ー タ 参

照・登録・変更・削除

自治体職員が、任意のデータの登録・変更・削除を行う

画面および処理を提供する。

オープンデータ検索 自治体職員が、登録されているデータについて、 キーワ

ード検索や属性検索などの検索を行う画面および処理を

提供する。

オープンデータ利用

API

安心・安全情報提供システムと職員ポータルからのデー

タ参照リクエストに対して、地図カテゴリや緯度経度範

囲、 期間などから該当するデータを検索し、Web API

経由でデータ提供する。

オープンデータ利用

汎用API

安心・安全情報提供システムと職員ポータルからのデー

タクェリに対して、クェリを発行して、クェリ結果をWeb

API 経由で提供する。市民が構築するアプリからのデー

タ利用を想定している。

オープンデータのバ

ックアップ

オープンデータ管理に登録されているデータを、 日次

で、 ファイル出力し、 ファイルバックアップを行う。

オープンデー タ

加工処理

情報公開ファイルの

メタデータ抽出

文書ファイルからメタデータ抽出を行う作業を支援す

る。固有表現・住所情報を抽出し、CSV を作成する。

ジオコーディング メタデータ抽出によって抽出された住所情報から緯度経

度変換を行い、CSV を作成する。

ジオコード管理 住所と緯度経度の対応情報を管理する。

CSV からRDF への形式

変換

CSV を対話的にRDF へ変換する｡URI の振り方の決定やヘ

ッダの属性選択を支援する。

メタデータ編集 ファイルから抽出されたメタデータの編集を支援する。

地図 情報シ ステ

ム

地図情報のエクスポ
→

地図情報のCSV のインポートとエクスポートを行う。
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ｌ

(オ) セキュリティー要件

本件に関するグラウトサービスにおけるセキュリティ要件は、以下のようにまとめられる。

Ａ) グラウトサービスにおけるセキュリティポリシ

①　　　ICT情報セキュリティポリシの設定

総務省・FISC ・ 経済産業省など各業界基準・ガイドラインに基づいたICT 情報セキュリティポリ

シを設定していること

②　　　情報セキュリティ基本方針の設定

情報セキュリティ基本方針を定め、セキュリティレベルの着実な向上・維持を図ること

③　　 公的認証の取得

JISQ27001:2006(IS0/IEC 27001:2005) の 全 社 統 一 認 証 、JIS Q 20000-1:2007  (IS0/IEC

20000-1:2005)の認証( アウトソーシング分野)、Ｐマーク認定などを取得していること

B） グラウトサービスにおけるセキュリティ対策

①　　　人的セ キュリティ対策を講じていること

・利用者のゲストOS より上位の利用者環境に対して、サービスデスク／サービス主管ノプロダ

クト主管はアクセスできないこと

・職権分離による相互牽制機能を実施すること（職位とセキュリティ権限は別）

・セキュリティエリアに対する入室権限により制限すること

・アカウント管理として不正なアカウント作成、削除忘れ等を防ぐ管理を実施すること

・サービスデスクの操作履歴を採取し、ログ管理サーバにて１年間は保持すること

②　　　物理的セキュリティ対策

・セキュリティ管理者が運営するオペレーションルームを設置、データ取扱環境を適切に確保

すること

・立地、設備、公的認証などの選定基準を設けて、条件に合致した堅牢なiDC  (インターネット

デークセンタ）であること

・堅牢なiDC （インターネ ットデータセンタ）選出、運用管理システムの複数拠点配置、事業継

続計画により、災害時のビジネス継続性を確保すること

・生体認証、警備員による24 時間有人監視、監視カメラによる入退室管理により、iDC （イン

ターネ ットデータセンタ）内サーバルーム及び運用管理端末設置場所（オペレーションルーム）

への不正な立ち入りを防止すること

③　　　技術的セキュリティ対策

・運用サーバ、運用ネットワークの冗長化、24 時間365 日のシステム基盤の自動監視、保守体

制により万が一基盤システ ム障害が発生した場合の影響を最小限にすること

・オペレーションを可能な限りの自動化・無人化により、人的ミスや誤操作による危険性排除

に努めること

・ファイアウォールの設置、IDS の導入、脆弱性診断により、不正アクセスによる被害を防止す

ること

・ウイルス対策ソフト ウェアの導入、パターンファイルの随時更新、セキュリティパ ッチの適

用によりウイルスの感染を防止すること

一　 全ての運用系サーバ、管理端末にウイル ス対策ソフト ウェアを導入すること

ー　 リアルタイムスキャンと必要に応じたフルスキャンを実施すること

－　24 時間監視 （IDC対応範囲）を実施すること
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・ウイルス感染時の体制構築と詳細手順の整備により、万が一ウイル スに感染してしまった場

合の対処方法を定義すること

④　　　災害害対策

・以下の対策により災害時のビジネス継続性を確保すること

一　 堅牢なiDC（インターネットデータセンタ）の選定

一　 運用管理システムの複数拠点配置

一　 事業継続

－

Ｃ） パブリックグラウトの併用、プライベートグラウトの適用について

当市が保有するデータの中でも特に個人のプライバシーに関わる情報は厳重に秘匿管理されるべき

だが、今回の安心・安全を提供するという提案サービスの取り扱い想定データは、個人情報に分類さ

れる範囲ではないもの、もしくは個人情報と認められない形態にあらかじめ集約され、統計として加

工されているものを取り扱うこととした。その上でシステムの構成を検討するにあたっても、公開デ

ータの特性を十分に周知し、関係各位に理解を求めた上で最も期待効果が高まる方式を導く所存であ

る。

一方で、当市保有のデータおよび利用者の個

人に基づく（厳密には個人情報と定義されな

いが準じて取り扱いに注意すべき性質）情報

を蓄積する部分については、同じくグラウト

と分類されながらもよりセキュリティ強度が

高い国内拠点にサーバー設置することが無難

であると考えている。よって下記にシステム

を分類し、それぞれに適切な開発および運用

方針を定めた。

●　 パブリックグラウト併用可能

WEB インターフェイスを提供し､ 利用者操作

を受け止めるアプリケーション部分はパブリ

ックグラウトの併用が問題なく可能であると

ほ

。`
．
Ｕ

。
ほ

ヴ リッククラウド價泪　　 プライベートグラウト　　 グラウトを利用すべきで

＝　　　　 返捐　　　　　　　　　 ない

今 回該 当なし

懼

ｌ 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

● 　 　 　 　 　 　 　 ●

● 　 　 　 　 　 　 　 ４

丁 － － － － － － － － － － － － － － － － － ￥ 一

セキュリティ装置 奪配備

j｡ ４ ぷ,jl石 ？ 三･｡･μ 西 島４ 写。

考える。その上で、利用者認証の機能などにはSSL にて安全化された接続を用い、必要な情報は適切

に設計されたAPI 層である連携基盤プラットフォームを通じて行う。当該部分の機能を提供するサー

バーには当市保有のデータを、パフォーマンス向上などのユーザー利便性を追求する上でやむを得ず

かつセキュリティリスクが十分に低いと認められるもの以外は、保存しないこととする。今回システ

ムにおいて具体的には、安心・安全情報提供システム、および職員ポータルと定義される箇所になる。

ｅ　 プライベートグラウト適用において、セキュリティ上の注意が必要

当市保有のデータを格納するデータベースを配置する箇所では、今回システム中でもセキュリティ上

の注意が必要と考えている。外部からの侵入やその結果としての情報漏洩についての配慮が、開発お

よび運用設計上で十分に検討されなければならない。今回システムにおいて具体的には、オープンガ

バメントアプリケーションと定義される箇所になる。

ｅ　 グラウトを採用すべきではなく、特別なセキュリティ装置によって保護されるべき部分

現時点で、地域住民を含む想定利用者および直接間接に利害の発生する者に対して、感情的配慮をも

含めて慎重に取り扱う必要かおるような、重要かつ秘匿すべき情報は、今回システムで取り扱う想定

に無いため、具体的に該当する箇所はない。
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IV.　 ス ケ ジ ュ ー ル

本事業のスケジュールは以下のとおりに設定している。

７月までにまずは 地域情報ポータルサイト をプロトタイプの形でオープンさせる。

これは先述の「ビッグデータ ーオープンデータ活用推進協議会」で実施予定の「ビッグデータ・オープ

ンデータ活用アイデアコンテスト」にて、本プラットフォームを利用したビジネスアイデアを募集する

ために、どのような形で情報をみせることが可能なポータルサイトを作っているかをイメージしやすく

していただくためである。

その後、基盤であるオープンガバメントプラットフォームと正式連携した形で10 月から正式サービス

を開始し、関係団体、地域住民などからの情報を一元表示することで、地域全体の安心・安全がどのよ

うに担保されるかのモニタリングを開始する。

さらに災害時の有用性を実証するため、12月を目途に災害訓練を実施、本サービスの効果を探る。

最終的に３月に本実証事業の纏めを実施し、次年度以降の本格運用に備えることとする。
平成2S年度 平成26年度　　　 １

4月 5月 6月 7月 a月 9月 10月 日月 12月 1月 2月 3月
1～1411S－2 29-5 ●－1 ● 20－23－16117－l1‘Hj15-* 29－45～1･19～12―1516～2 30― 114－22B－34～171●－1 2－151●～2 30－S●－19 20－23~1≪17－2３－ ＩＣ 17` 311

プロジェクトイベント 回已〉 ‾詆 ‘)
冥U　　　　　　　TJ

1.シス予ム構築裏務 蔓倅x裁 設針 間鬼 予スト　
」ヱ 〉

¬
１　１　１　 １　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１　１‾

(1)蔓援岨
看情報連携
脆艇

要件足義 ｉ

設叶　　　　　　　　　 ｜　 ・ ｀ゝ ｌ １ １　 ：

づログうム開免
１　１　１

｀ゝ ｌ　ｌ ｉ

予スト Ｉ ｜ １　 １　１　１　１　１ 〉
・

(2)オーづン
デ→
管瞳シス予
ム

要件定義 ｀l冫　ｌ　 ｌ　ｌ
ｉ　ｌ　ｉ　ｌ

設叶　　　　　　　　　 １　１ ） ｌ １ ｜

プログﾗム開免 １　１
丶 ｜ １

テスト ｌ　ｌ　 ・　 １　１
〉

(3)通携基
皿

インタ
ー

フェース

連携基皿側の仕様が公開された上で
再度叶画いたします ①｜｜

(4)麥心安全
情報アプリケーション

要件定義 ｀ゝ ｉ ｜

設計　　　　　　　　　 ｌ
丶 ｌ Ｉ ｉ　ｌ

プログラム闘免 ッロトタィづ閠良　　　　ll　 碁齧･il跳貮亀　` 〉 ｜
-

予スト　　　　　　　　 １　１　１　ｔ　｀　｜　｜ 〉 １

(5】雛貫ポー

タル

要件定義 ） １　１　１　 ｓ　ｌ　・　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｉ
設叶 乙 ｉ １

プログラム開発 ・　 自
丶　 ！　 １　１

予スト ｜　｜　ｌ　 ｌ　ｌ 〉 ●ｌ

クラゥド環
境瞋築

アプリグラウト頭境 っ て‾
ｉ　ｌ　ｌ　ｌ １ ｌ

防災サービス ｌ ｉ　 ， ） ｌ

オープンデ→ 加工処理システム ）`

BPM　　　　　　　　　 ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ　ｌ 〉`
‾ 〉 ‾

１

地圜

2.実証亊罵 ｜　｜

2.1
氏雄市

有効性
･携帯メールによる効率的で迅速な情
報伝達手段の確立
･被災状又のs見えるｔ'による一次対
応の迅速化
･資料作成砕間の大幡削減による憲思
決定の迅退化
･郎番間連係による助率的で拡け漏れ
のない災呂対応

- ←－

眇匸り 品

口工

実用性
･実践的な訓腫による意識向上と諌題
の発見･改善

－ Ｗ － ● - ●

ｉ

安全性
携帯メールによる効率的で迅魂な僚報
伝達手段の確立

･〃~マ＝

その他
pDCAによる篦鮒のチェック,'改曹冥施

２２
事裏者

有効性
･被災狄況の'見える化に̂よる一次舛応
の迅遣化
･？鯑の夏守りの冥用度アップ

●● ･㎞ ･〃 ･ 口　 口 ｜
冥用性
一実雌的な訓練による意識岡上と諄譴

の発見･改蕾
¶ －

∩ 寸こごこごＯ１　；　 １

安全性
･個人悁ti蕚の扱いの諠認

［ |二 二
その他
POCAIによる施策のチヱツク.'改蕾冥施 卜 レ

Z.3
住民

有効性
･平時の地垠の安全情報入手による安
心･安全向上の有勃性確認
･地域の謫綏の町告の容易性確認 冂　ｌ　冂　｜
冥用性
･翼践的な訓練による令讖向上と課題
の発見･改晋

-

j⊇.
…

１　 １　 １

安全性
･個人惰弱等の扱いのit認 ［ | 二 ＿

-
その他
PDCAによる施策のチェック/改曹冥施

ｊ
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一 一 一 一

Ｖ

VI

実 施 体 制

本実証事業の実施体制は

右記のとおり。市内各所の

関係団体と密接に意見交

換をしながら業務をすす

めていくとともに、「ビッ

グデータ･ オープンデータ

活用推進協議会」と定期的

に会合を行い､ 本事業のサ

ービスが､ 他の自治体でも

利用できるようにするた

め、また安心・安全以外の

業務でも活用できるよう

にするための課題等を検

討､ 翌年度以降の横展開を

スムーズにできるように

していくこととする。

円 謡 コ

・全体調整､情報発信

･事業立案･実施　･PDCA

匡 コ
・防災情報

・非常時訓練

・ 被害情報

・施策改善

匹 匸 冂
・要介護者対応

・防災訓練

・情報管理

・施策改善

第1 章 事業の概要

１節　事業の背景

2節　事業の目的

３節　事業の概要

４節　プラットフォームの概要

５節　アプリケーションの概要

６節　実施体制

７節　スケジュール

第２章 事業の実証結果

１節　背景

２節　目的

３節　実施体制

４節　実施内容

ア．サービス概要

イ．サービスの仕組みと特徴

ウ．システム概要

エ．サービスの実施内容

オ． 災害時訓練の実施内容

ビッグデータ･オープンデータ

カ． 活用推進協議会 連携報告

ａ.活動全体概要

b. 活動内容と成果

５節　実証仮説と検証結果

ア． 仮説と評価指標

ａ.仮説の定義

ｂ.事業継続性(横展開など含)の検討

イ． 検証結果

ａ.仮説の検証結果

b.事業継続性の検討結果

６節　まとめ

・安全情報確認

・情報提供・報告・訓練参加

システム

共通 化検討

常用 連携権等

施策 評価

アドバイス

オープンデータ

活用推進協 議会

･千 葉市

･奈良市

･福岡 市

報 告 書 の 構 成 と 記 載 内 容

報告書は、本事業で作成する 安心・安全を地域全体で維持するサービスの有用性を平時/災害時の視点

で評価するとともに、作成した オープンガバメントプラットフォーム自身の有用性についても評価する

ことで、他の自治体や他の情報が本プラットフォームを利用する際に資するような報告書とする。

第3 章 作成プラットフォームに関する報告

１節　オープンガバメントプラットフォーム

（1 ）背景

（2）目的

（３）開発内容

（４）実証仮説と検証方法

（５）評価

（６）まとめ

２節　連携基盤プラットフォームとの連携

（1 ）背景

（２）目的

（３）開発内容

（４）実証仮説と検証方法

（５）評価

（６）まとめ

第４章 総合評価

１節　プラットフォームの検証･評価

２節 サービスの検証・評価

第５章 まとめと今後の展開

１節　サービス,成果から見た本サービスの今後の展開

２節　今後の横展開の可能性. 考え方

３節　総括
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項目 内容 金額 備 考

1. システム構築費用

(1)要援護者情報連携機能

要件定義 1,200,000

設計 2,400,000

プログラム開発 6,000,000

テスト 2,400,000

(2)オープンデ ータ

管理システム

要件定義 4,750,000

設計 8,350,000

プログラム開発 20,875,000

テスト 8,350,000

(3)連携基盤

インターフェース
別途お見積

連携基盤側の仕様が公開された上でお見

積いたします。

(4)安心安全情報アプリケーショ

ン

要件定義 1,200,000

設計 2,700,000
ＵＩ ＵΛ ／　ｙ ’１／ ／μ１１

マや
6,600,000

プログラム開発 13,140,000

テスト 3,600,000

(5)職員ポータル

要件定義 600,000

設計 1,200,000

プログラム開発 2,400,000

テスト 1,200,000

小計 86,965,000

2. グラウト環境費用

(1)グラウト環境一時費用

／ ノ ノ１ 侭 瓠| 丗 木 只
r7-1 140,000

防災サービスセット

アップ費用
750,000

連携基盤プラット

フォーム用グラウト環

境構築費用

140,000
連携基盤側の仕様が公開された上で再度

お 見積いたします。

(2)グラウト環境使用料

クラウド環境利用料 4,500,000 750,000/月（10月～3月）

防災サービス使用料 1,200,000 200,000/ 月（10月～3月）
λこ1ご1ﾉり/十り'rm二／ ／ノ｜
フ ォ ー ム グ ラ ウト 環 境

/4-ロコ≫!'vl

別途お 見積
連携基盤側の仕様が公 開された上でお見

積いたします。

オープンデ ータ加 工

処理システム
4,500,000 500,000/ 月（7月～3月）

BPM グラウト利用料 360,000 職員一名あたり3,600/年

地図グラウト利用料 2,700,000 300,000/月（7月～3月）

小計 14,290,000

3. プロジェクト推進費用

プロジェクトマネジメント
プロジェクト管理 13,200,000 コンサルタント1名×1 人月×11 ヶ月

プロジェクト事務局 8,800,000 PM 補佐1名 ×1人月×11 ヶ月

小計 22,000,000

4. 実証事業運営費用

(1)オープンデータ管理システム運用費 3,250,000
実証中のオーブンデ ータに関ずる種々の
質問や運用 支援のための人員配置

(1)初期オープンデータ加 工 6,000,000
ノ　　 ／ ノ゙卩/ μ三tl冖i･IX I ｀Jつ ’、｜丶Lﾉｊ ／ﾉ|.j」－、LﾉIJIメ、
・

小計 9,250,000

5. 実証事業報告費用

(1)データ分析費用 デーﾀ 解析･レポート 1,200,000
実証事業に向けた実証中の利用状況等の

解析

(2)報告書作成費

報告書作成管理 1,200,000 コンサルタント1名×1人月

構成･考察･執筆 1,400,000 シニアコンサルタント1名×1人月

データ整理･執筆 1,300,000 (PM 補佐 十アシスタント)×1人月

小計 5,100,000

合計 137,605,000
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